
書
物
の
破
壊
の
世
界
史
│
│
シ
ュ
メ
ー
ル
の
粘
土
板
か
ら
デ
ジ
タ
ル
時
代
ま
で
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ル
イ
ス
・
ア
ル
ベ
ル
ト
・
バ
エ
ス
・
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ジ
ョ
と

カ
ル
メ
ン
・
エ
ル
ナ
ン
デ
ス
へ
、

わ
が
両
親
の
思
い
出
に
捧
げ
る
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リ
ッ
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イ
ネ
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マ
ン
ゾ
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を
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の
弾
を
抜
く
ん
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。
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五
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最
新
版
を
手
に
し
た
読
者
の
皆
さ
ま
へ

　

物
心
が
つ
く
頃
か
ら
、
お
そ
ら
く
は
読
書
な
し
で
は
生
き
て
い
か
れ
な
い
と
悟
っ
て
以
来
、
学
識
者
と
呼
ば
れ
る

人
々
が
書
物
の
終
わ
り
を
声
高
に
叫
ぶ
の
を
耳
に
し
て
き
た
気
が
す
る
。
そ
ん
な
私
に
と
っ
て
書
物
の
終
わ
り
は
、

つ
い
最
近
ま
で
世
の
中
を
賑
わ
し
て
い
た
二
〇
一
二
年
の
人
類
滅
亡
説
、
い
わ
ゆ
る
マ
ヤ
の
予
言
と
呼
ば
れ
る
も
の

に
匹
敵
す
る
テ
ー
マ
で
あ
る
。
そ
こ
で
最
新
版
（
二
〇
一
三
年
）
の
出
版
に
寄
せ
た
本
稿
を
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
と

あ
る
書
店
主
の
言
葉
で
始
め
よ
う
と
思
う
。
悪
条
件
下
を
生
き
抜
い
て
き
た
彼
が
、
と
り
わ
け
最
悪
の
時
に
口
に
し

た
「
書
物
は
な
く
な
る
だ
ろ
う
が
、
人
々
は
そ
の
こ
と
に
す
ら
気
づ
か
な
い
か
も
し
れ
ん
」。
パ
レ
ス
チ
ナ
系
メ
キ

シ
コ
人
思
想
家
の
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ザ
イ
ド
が
、
著
書
『
多
す
ぎ
る
本
』
に
記
し
た
《
火
・
車
輪
・
文
字
と
い
う
（
原

始
人
が
作
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
ま
だ
他
の
追
随
を
許
さ
な
い
）
数
万
か
ら
数
千
年
来
の
発
明
品
の
消
滅
を
予
言
す
る
専

門
家
は
い
な
い
が
、
本
の
消
滅
を
告
げ
る
予
言
者
た
ち
に
は
事
欠
か
な
い
》
に
も
相
通
じ
る
発
言
だ
。

　

書
物
は
魔
力
を
失
っ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
が
発
達
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
、
本
は
も
は

や
重
要
で
は
な
い
。
そ
う
考
え
る
人
は
二
〇
一
〇
年
九
月
に
起
こ
っ
た
出
来
事
を
思
い
出
し
て
み
る
べ
き
だ
。
冷
戦

後
唯
一
の
超
大
国
と
な
っ
た
米
国
で
、
九
月
一
一
日
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
同
時
多
発
テ
ロ
追
悼
に
際
し
、
コ
ー
ラ
ン
を

燃
や
す
と
宣
言
し
た
ひ
と
り
の
牧
師
を
思
い
と
ど
ま
ら
せ
る
べ
く
、
政
府
と
軍
の
高
官
が
動
い
た
こ
と
は
記
憶
に
新
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し
い
。
ニ
ュ
ー
ス
番
組
の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
の
な
か
に
は
、
大
げ
さ
に
騒
ぎ
す
ぎ
だ
と
の
向
き
も
あ
っ
た
が
、
私
は

一
歩
間
違
え
ば
大
惨
事
に
な
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
と
見
て
い
る
。
し
か
も
問
題
は
そ
こ
で
終
わ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

わ
れ
わ
れ
が
生
き
る
二
一
世
紀
は
、
た
っ
た
ひ
と
つ
の
神
聖
な
シ
ン
ボ
ル
の
破
壊
が
戦
争
の
引
き
金
と
な
る
可
能
性

も
高
い
の
だ
。

　

形
を
変
え
て
現
代
も
な
お
続
く
異
端
審
問
の
事
例
と
し
て
は
、
同
じ
二
〇
一
〇
年
九
月
に
米
国
防
総
省
が
取
っ
た

奇
妙
な
措
置

│
国
防
情
報
局
職
員
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
シ
ェ
ー
フ
ァ
ー
大
佐
の
著
作
『
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ダ
ー
ク
ハ

ー
ト
』
九
五
〇
〇
部
を
買
い
占
め
、
焚ふ
ん

書し
ょ

に
す
る
と
決
め
た

│
が
挙
げ
ら
れ
る
。
国
家
の
安
全
保
障
に
関
わ
る
情

報
が
含
ま
れ
て
い
る
と
の
理
由
か
ら
だ
。
だ
と
す
る
と
、
米
国
の
外
交
機
密
を
ネ
ッ
ト
上
に
掲
載
し
た
か
ど
で
非

難
・
迫
害
さ
れ
て
い
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
ジ
ュ
リ
ア
ン
・
ア
サ
ン
ジ
が
、
ウ
ィ
キ
リ
ー
ク
ス

で
公
開
し
た
全
情
報
を
本
と
し
て
出
版
し
た
ら
ど
う
な
る
か
？　

後
先
を
考
え
ず
に
目
障
り
な
書
物
を
こ
と
ご
と
く

抹
殺
す
る
。
そ
ん
な
無
謀
な
政
策
は
、
中
国
で
さ
え
も
取
っ
て
い
な
い
は
ず
で
あ
る
。

私
の
父
は
「
書
物
と
図
書
館
は
無
処
罰
特
権
や
教
条
主
義
、
情
報
の
操
作
や
隠
蔽
に
対
抗
す
る
伏
兵
だ
。
そ
の
事

実
を
人
々
は
す
っ
か
り
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
け
っ
し
て
忘
れ
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
強
く
主
張
し
て
い
た
が
、

彼
の
言
い
分
は
正
し
か
っ
た
。
抑
圧
者
や
全
体
主
義
者
は
書
物
や
新
聞
を
恐
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
が
〝
記
憶

の
塹
壕
〞
で
あ
り
、
記
憶
は
公
正
さ
と
民
主
主
義
を
求
め
る
戦
い
の
基
本
で
あ
る
の
を
理
解
し
て
い
る
か
ら
だ
。

　

二
〇
〇
四
年
に
『
書
物
の
破
壊
の
世
界
史
』
初
版
が
刊
行
さ
れ
る
と
、
あ
ま
り
の
反
響
の
大
き
さ
に
、
私
は
自
分

が
文
明
の
古
傷
に
触
れ
た
の
を
実
感
し
た
。
何
よ
り
も
書
物
が
伝
え
る
記
憶
の
価
値
を
大
勢
の
読
者
に
認
識
し
て
も

ら
え
た
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
。
本
書
を
き
っ
か
け
に
シ
ナ
ゴ
ー
グ
（
ユ
ダ
ヤ
教
の
会
堂
）
に
招
か
れ
、
ゲ
ニ
ザ
と
い
う

不
要
に
な
っ
た
書
物
の
保
管
庫
を
見
せ
て
い
た
だ
く
貴
重
な
機
会
に
も
恵
ま
れ
た
。
ま
た
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で

出
会
っ
た
男
性
に
「
僕
は
人
々
が
引
っ
越
し
の
際
に
処
分
し
た
本
を
集
め
て
図
書
館
を
開
い
て
い
る
け
ど
、
あ
な
た
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の
著
作
も
一
緒
に
並
べ
た
か
ら
ね
」
と
い
わ
れ
た
こ
と
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
、
巻
末
に
付
し
た
謝
辞
に
載
せ
き
れ
な
か
っ
た
人
々
に
御
礼
申
し
上
げ
た
い
と
思
う
。
私
自
身
、
ス
ペ
イ

ン
語
圏
内
に
多
少
の
つ
な
が
り
が
あ
る
と
は
い
え
、
ギ
ジ
ェ
ル
モ
・
シ
ャ
ベ
ル
ソ
ン
な
く
し
て
、
本
書
が
地
球
規
模

で
広
が
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
彼
は
国
際
的
に
知
名
度
の
高
い
偉
大
な
出
版
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
い
う
だ
け
で
な
く
、

喜
び
の
時
に
も
苦
難
の
時
に
も
真
の
友
人
で
い
て
く
れ
た
。
シ
ャ
ベ
ル
ソ
ン
と
ス
タ
ッ
フ
全
員
、
特
に
バ
ル
バ
ラ
・

グ
ラ
ハ
ム
と
ハ
コ
バ
・
カ
シ
ェ
ル
に
は
感
謝
し
て
も
し
き
れ
な
い
。

　

本
書
を
き
っ
か
け
に
、
書
物
の
破
壊
の
テ
ー
マ
で
さ
ま
ざ
ま
な
討
論
を
展
開
し
て
く
れ
た
メ
デ
ィ
ア
の
存
在
も
大

き
な
後
押
し
と
な
っ
た
。
文
化
的
な
側
面
の
情
報
源
と
し
て
も
、
以
下
の
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
局
、
各
紙
誌
の
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
か
ら
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
Ｂ
Ｂ
Ｃ
。
オ
ラ
ン
ダ
の
ラ
ジ

オ
・
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
。
フ
ラ
ン
ス
の
『
ル
・
モ
ン
ド
』
紙
。
イ
タ
リ
ア
の
『
レ
ス
プ
レ
ッ
ソ
』
誌
。
ス
ペ
イ
ン
の

ラ
デ
ィ
オ
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
デ
・
エ
ス
パ
ー
ニ
ャ
、
カ
デ
ナ
・
セ
ル
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
・
ラ
デ
ィ
オ
、『
エ
ル
・
パ

イ
ス
』
紙
、『
ラ
・
バ
ン
グ
ア
ル
デ
ィ
ア
』
紙
、『
Ａ
Ｂ
Ｃ
』
紙
、『
エ
ル
・
ム
ン
ド
』
紙
、『
ラ
・
ラ
ソ
ン
』
紙
、『
エ

ウ
ロ
パ
・
プ
レ
ス
』
紙
、『
ウ
ル
テ
ィ
マ
ス
・
ノ
テ
ィ
シ
ア
ス
』
紙
、『
エ
ル
・
フ
ィ
ナ
ン
シ
エ
ロ
』
紙
付
録
の
文
化

誌
『
ク
ル
ト
ゥ
ラ
ル
』
誌
、『
ケ
・
レ
エ
ル
』
誌
、『
ム
イ
・
イ
ン
テ
レ
サ
ン
テ
』
誌
、『
レ
ト
ラ
・
イ
ン
テ
ル
ナ
シ

オ
ナ
ル
』
誌
、『
ク
オ
』
誌
、『
エ
ド
ゥ
カ
シ
オ
ン
・
イ
・
ビ
ブ
リ
オ
テ
カ
（
教
育
と
図
書
館
）』
誌
、『
ラ
テ
ラ
ル
』
誌

（
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
偉
大
な
る
本
の
付
録
誌
）、
レ
ベ
リ
オ
ン
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
）。
ア
メ
リ
カ
の
Ｃ
Ｎ
Ｎ
、

『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
』
紙
、『
ボ
ス
ト
ン
・
グ
ロ
ー
ブ
』
紙
、『
ザ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
』
誌
、『
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
＆
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
・
レ
ビ
ュ
ー
』
誌
。
メ
キ
シ
コ
の
Ｔ
Ｖ
ア
ス
テ
カ
、『
エ
ル
・

ウ
ニ
ベ
ル
サ
ル
』
紙
。
グ
ア
テ
マ
ラ
の
『
プ
レ
ン
サ
・
リ
ブ
レ
』
紙
。
コ
ス
タ
リ
カ
の
『
ラ
・
ナ
シ
オ
ン
』
紙
。
ベ

ネ
ズ
エ
ラ
の
テ
レ
ス
ー
ル
、『
エ
ル
・
ウ
ニ
ベ
ル
サ
ル
』
紙
、『
エ
ル
・
ナ
シ
オ
ナ
ル
』
紙
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
『
エ
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ル
・
テ
ィ
エ
ン
ポ
』
紙
。
チ
リ
の
『
エ
ル
・
メ
ル
ク
リ
オ
』
紙
、『
ラ
・
テ
ル
セ
ラ
』
紙
。
ブ
ラ
ジ
ル
の
『
オ
・
グ

ロ
ー
ボ
』
紙
、『
ベ
ジ
ャ
』
誌
、『
エ
ン
コ
ン
ト
ラ
ル
テ
』
誌
。
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
『
ラ
・
ナ
シ
オ
ン
』
紙
。
ベ
ト
ナ

ム
の
Ｖ
Ｔ
Ｖ
。
そ
し
て
Ｅ
Ｆ
Ｅ
、
Ｕ
Ｐ
Ｉ
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
、
ロ
イ
タ
ー
な
ど
、
数
々
の
通
信
社
。

　

友
人
で
あ
る
小
説
家
、
カ
メ
ラ
マ
ン
、
映
画
監
督
た
ち
の
多
く
が
、
拙
著
か
ら
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
て
く

れ
た
こ
と
も
嬉
し
い
驚
き
だ
っ
た
。
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
歴
史
家
、
劇
作
家
・
俳
優
で
も
あ
る
ホ

ル
ヘ
・
ゴ
メ
ス
は
素
晴
ら
し
い
戯
曲
『
ビ
ブ
リ
オ
ク
ラ
ス
タ
（
書
物
の
破
壊
者
）』
を
上
演
。
同
じ
く
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

の
作
家
カ
リ
ナ
・
マ
グ
レ
ギ
は
本
の
擁
護
者
た
ち
の
守
護
聖
人
で
あ
る
聖
女
ヴ
ィ
ボ
ラ
の
生
涯
を
復
元
し
、
出
色
の

小
説
『
悪
を
感
じ
ず
、
燃
え
つ
つ
生
き
る
』
を
上
梓
し
た
。
ア
レ
ハ
ン
ド
ロ
・
セ
ル
パ
は
ビ
ブ
リ
オ
コ
ー
ス
ト
（
書

物
の
大
量
虐
殺
）
を
論
文
の
テ
ー
マ
に
選
び
、
チ
リ
の
映
画
監
督
レ
ネ
・
バ
ジ
ェ
ス
テ
ロ
ス
は
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

『
熱
傷
』
を
制
作
し
た
。
カ
リ
ン
・
バ
ジ
ェ
ス
テ
ロ
ス
は
チ
リ
に
お
け
る
書
物
の
破
壊
に
関
す
る
初
の
本
格
的
研
究

に
着
手
。
メ
キ
シ
コ
の
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
、
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
ト
リ
ス
は
傑
作
短
編
『
エ
ル
・
ビ
ブ
リ
オ
フ
ァ
ゴ
（
書
物

を
食
う
男
）』
を
執
筆
し
た
。
イ
ラ
ク
の
詩
人
フ
ァ
ロ
ク
・
サ
ッ
ロ
ー
ム
は
二
〇
〇
三
年
に
私
が
撮
影
し
た
写
真
を
も

と
に
、
全
篇
に
わ
た
っ
て
イ
ラ
ク
に
お
け
る
破
壊
を
テ
ー
マ
に
し
た
詩
集
を
出
版
し
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
ビ
ジ
ュ
ア

ル
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
フ
ァ
ビ
ア
ン
・
ト
リ
ゴ
は
禁
書
の
索
引
カ
ー
ド
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
個
展
「
セ
ク
レ
ト
（
秘

密
）」
を
開
催
し
た
。
同
じ
く
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
テ
ュ
ー
ラ
・
ヒ
ル
デ
ン
＆
ピ
オ
・
デ
ィ
ア
ス
は

世
界
の
文
化
遺
産
が
火
災
に
見
舞
わ
れ
る
シ
ー
ン
を
作
品
上
で
再
現
。
ロ
ン
ド
ン
生
ま
れ
で
マ
ド
リ
ー
ド
を
拠
点
に

活
動
し
て
い
る
写
真
家
の
エ
イ
ド
リ
ア
ン
・
タ
イ
ラ
ー
は
破
壊
さ
れ
た
書
物
を
撮
り
続
け
、
写
真
集
『
塵
は
塵
に
』

を
刊
行
し
…
…
と
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。

　

ス
ペ
イ
ン
国
立
図
書
館
に
て
、『
教
育
と
図
書
館
』
誌
の
ラ
モ
ン
・
サ
ラ
ベ
リ
ア
と
メ
キ
シ
コ
・
グ
ア
ダ
ラ
ハ
ラ

公
立
図
書
館
の
館
長
を
長
年
務
め
た
ブ
ラ
ン
カ
・
カ
ル
ボ
が
企
画
し
た
「
戦
時
下
の
図
書
館
」
展
の
イ
ベ
ン
ト
に
、
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英
国
人
作
家
ロ
バ
ー
ト
・
フ
ィ
ス
ク
と
と
も
に
ゲ
ス
ト
出
演
で
き
た
の
も
光
栄
だ
っ
た
。
ま
た
私
の
文
章
の
一
部
が
、

ペ
ド
ロ
・
ロ
ペ
ス
と
ハ
ビ
エ
ル
・
ヒ
メ
ノ
・
ペ
レ
リ
ョ
の
叢
書
『
噴
火
寸
前
の
火
山
│
│
図
書
館
と
社
会
的
義
務
』

に
収
録
さ
れ
た
こ
と
も
喜
ば
し
く
思
う
。

　

ト
マ
ス
・
ソ
ラ
ー
リ
と
ウ
ー
ゴ
・
ガ
ル
シ
ア
（
故
人
）
か
ら
の
称
賛
も
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
。
そ
れ
と
進
取
の
気

性
に
富
ん
だ
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
国
立
図
書
館
の
図
書
館
員
た
ち
の
こ
と
も
。
彼
ら
は
何
と
二
〇
〇
六
年
に
、
私
の
名
前

を
冠
し
た
コ
ン
ク
ー
ル
〝
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
バ
エ
ス
・
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
コ
ン
ク
ー
ル
│
│
図
書
館
・
古
文
書
館
・

博
物
館
に
お
け
る
盗
難
・
弾
圧
と
抵
抗
〞
を
開
催
し
、
二
〇
〇
八
年
に
は
入
選
作
を
一
冊
の
本
『
ビ
ブ
リ
オ
ク
ラ
ス

タ
』
に
ま
と
め
て
出
版
し
た
（
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
大
学
出
版
）。
ラ
・
プ
ラ
タ
市
の
検
閲
に
関
す
る
優
れ
た
論
文
で
最

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
フ
ロ
レ
ン
シ
ア
・
ボ
ッ
シ
ー
を
は
じ
め
、
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ホ

セ
・
オ
リ
ベ
イ
ラ
・
サ
ン
ト
ス
、
ル
イ
ス
・
オ
ポ
ル
ト
、
ダ
ニ
エ
ル
・
カ
ノ
サ
、
シ
ル
バ
ナ
・
ボ
ナ
ッ
チ
、
フ
ェ
デ

リ
コ
・
サ
バ
リ
ョ
ス
、
ベ
ア
ト
リ
ス
・
ケ
ス
ラ
ー
、
フ
リ
ア
ン
・
バ
ル
ス
キ
ー
も
、
私
の
言
葉
か
ら
着
想
を
得
て
、

今
日
書
物
の
破
壊
を
テ
ー
マ
と
す
る
研
究
に
献
身
し
て
い
る
。

　

ス
ペ
イ
ン
で
の
初
版
の
出
版
か
ら
一
〇
年
近
く
が
過
ぎ
た
二
〇
一
三
年
、
本
書
は
メ
キ
シ
コ
の
出
版
社
か
ら
再
版

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
私
は
こ
れ
を
機
に
、
読
者
に
改
め
て
真
剣
な
討
論
の
テ
ー
マ
を
提
供
で
き
る
と
考
え
た
。

そ
こ
で
、
レ
イ
ア
ウ
ト
を
調
整
し
て
旧
版
よ
り
も
ゆ
っ
た
り
と
組
み
直
し
、
本
文
に
も
手
を
加
え
て
通
り
の
よ
い
文

章
に
書
き
換
え
た
。
と
は
い
え
、
自
分
ひ
と
り
で
成
し
遂
げ
た
わ
け
で
は
な
く
、
何
十
人
も
の
友
人
や
傑
出
し
た
編

集
者
た
ち
、
一
七
カ
国
語
に
及
ぶ
素
晴
ら
し
い
翻
訳
者
た
ち
と
熱
心
な
読
者
各
位
の
お
知
恵
を
拝
借
し
た
。
だ
か
ら

こ
の
最
新
版
は
、
本
書
の
内
容
を
よ
り
豊
か
に
す
る
た
め
に
、
貴
重
な
時
間
を
割
く
こ
と
を
厭
わ
ぬ
方
々
の
尽
力
の

賜
物
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

初
版
の
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
よ
う
に
あ
え
て
削
除
せ
ず
残
し
た
部
分
も
あ
る
が
、
こ
の
一
〇
年
間
に
会
合
や
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講
習
、
研
修
会
や
講
演
会
で
尊
敬
す
る
同
僚
た
ち
と
議
論
し
、
自
分
な
り
に
達
し
た
結
論
を
要
約
し
た
ビ
ブ
リ
オ
コ

ー
ス
ト
（
書
物
の
大
量
虐
殺
）
と
メ
モ
リ
シ
デ
ィ
オ
（
記
憶
殺
し
）
の
理
論
を
、
中
間
報
告
と
い
う
形
で
盛
り
込
む
こ
と

に
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
旧
版
と
大
き
く
変
わ
っ
た
点
と
し
て
は
、
中
国
に
お
け
る
書
物
の
破
壊
に
関
す
る
新
た
な
項
目
を
つ
け

加
え
、
中
東
・
ア
フ
リ
カ
で
消
滅
し
た
図
書
館
や
マ
ヤ
・
ア
ス
テ
カ
文
明
の
失
わ
れ
た
古
文
書
に
関
す
る
さ
ら
な
る

情
報
を
提
供
す
る
よ
う
努
め
た
。
中
世
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
ド
ミ
ニ
コ
会
士
ジ
ロ
ラ
モ
・
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
が
行
な
っ

た
〝
虚
栄
の
焼
却
〞、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て
の
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
と
チ
リ
の
軍
事
政
権
に
よ
る

書
物
の
破
壊
の
項
目
も
充
実
さ
せ
た
。
ま
た
、
ス
ペ
イ
ン
科
学
研
究
高
等
評
議
会
の
人
文
社
会
科
学
部
門
の
蔵
書
や
、

ド
イ
ツ
の
ア
ン
ナ
・
ア
マ
リ
ア
図
書
館
を
焼
き
尽
く
し
た
火
災
の
情
報
も
追
加
し
た
。

　

本
書
の
初
版
本
は
二
〇
〇
六
年
の
時
点
で
、
す
で
に
ス
ペ
イ
ン
語
圏
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
圏
を
中
心
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
版
が
出
て
い
た
が
、
あ
る
謙
虚
な
匿
名
の
読
者
か
ら
、
小
説
中
に
描
か
れ
た
書
物
の
破
壊
に
つ
い
て
も
検
証
し
て

み
て
は
ど
う
か
と
提
案
さ
れ
た
。
気
が
遠
く
な
る
よ
う
な
作
業
に
な
る
と
、
た
め
ら
わ
れ
た
も
の
の
、
必
要
な
作
品

は
自
分
が
勤
め
る
図
書
館
に
ほ
ぼ
全
作
揃
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
と
気
づ
き
、
調
査
を
進
め
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の

結
果
、
焚
書
が
描
か
れ
た
最
初
の
事
例
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
文
学
の
幕
開
け
的
作
品
と
も
い
え
る
、
ミ
ゲ
ル
・
デ
・

セ
ル
バ
ン
テ
ス
の
『
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
』
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
と
き
に
は
、
喜
び
も
ひ
と
し
お
だ
っ
た
。

　

そ
の
努
力
は
、
第
二
部
第
一
五
章
「
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に
お
け
る
書
物
の
破
壊
」
と
し
て
結
実
し
た
。
ち
な
み
に
そ

こ
で
取
り
上
げ
た
小
説
の
な
か
で
、
私
の
お
気
に
入
り
は
ボ
フ
ミ
ル
・
フ
ラ
バ
ル
の
短
編
小
説
『
あ
ま
り
に
も
騒
が

し
い
孤
独
』
だ
。
長
年
古
紙
の
圧
縮
処
理
に
携
わ
っ
て
き
た
男
が
、
日
々
破
壊
さ
れ
る
書
物
に
抱
く
郷
愁
に
魅
了
さ

れ
、
何
度
も
繰
り
返
し
読
ん
で
い
る
。

　

二
〇
〇
三
年
に
勃
発
し
た
イ
ラ
ク
戦
争
の
影
響
は
い
ま
だ
尾
を
引
い
て
い
る
。
私
は
六
回
バ
グ
ダ
ー
ド
入
り
し
た
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が
、
時
宜
を
得
た
図
書
館
や
博
物
館
の
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
（
実
現
し
な
か
っ
た
も
の
の
）
非
常
に
重
要
だ
と
考
え

て
い
る
。
同
じ
く
近
年
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
お
け
る
復
興
や
、
九
月
一
一
日
を
〝
世
界
コ
ー
ラ
ン
焚
書
デ
ー
〞
に

し
よ
う
と
し
た
、
先
述
の
テ
リ
ー
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
牧
師
に
つ
い
て
の
研
究
の
成
果
な
ど
も
加
筆
し
た
。
電
子
書
籍
の

章
は
時
代
の
流
れ
に
応
じ
て
修
正
を
加
え
、
参
考
文
献
も
更
新
し
て
あ
る
。

　

私
に
と
っ
て
の
関
心
事
は
答
え
よ
り
も
問
い
に
出
会
う
こ
と
だ
。
こ
の
年
齢
で
そ
れ
に
気
づ
い
た
の
は
幸
運
だ
っ

た
。
本
書
に
は
歴
史
上
・
宗
教
上
の
異
説
や
異
端
が
出
て
く
る
が
、
定
説
や
正
統
派
と
い
う
も
の
も
非
常
に
曖
昧
な

定
義
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
お
く
べ
き
だ
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
哲
学
が
驚
き
か
ら
始
ま
る
と
い
っ
た
が
、

私
自
身
は
失
望
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
る
。
あ
る
意
味
こ
の
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
は
、
歴
史
を
前
に
し

た
驚
き
と
失
望
と
い
う
両
義
的
な
感
情
が
も
た
ら
し
た
、
私
の
無
邪
気
な
好
奇
心
か
ら
生
じ
た
の
で
は
な
い
か
と
踏

ん
で
い
る
。

　

最
後
に
ひ
と
つ
は
っ
き
り
さ
せ
て
お
き
た
い
。
本
書
の
タ
イ
ト
ル
を
〝
書
物
の
破
壊
の
歴
史

0

0

〞
で
は
な
く
〝
書
物

の
破
壊
の
世
界
史

0

0

0

〞
と
し
た
の
は
、
世
界
中
で
起
こ
っ
て
い
る
身
近
な
問
題
と
し
て
捉
え
て
ほ
し
か
っ
た
か
ら
だ
。

こ
の
種
々
雑
多
な
論
文
集
と
も
い
え
る
本
書
は
、
ロ
バ
ー
ト
・
バ
ー
ト
ン
著
『
憂
鬱
の
解
剖
』、
フ
ラ
ン
・
オ
ブ
ラ

イ
エ
ン
（
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
オ
ノ
ラ
ン
）
著
『
ス
ウ
ィ
ム
・
ト
ゥ
ー
・
バ
ー
ズ
に
て
』、
フ
リ
オ
・
コ
ル
タ
サ
ル
著
『
石
蹴

り
遊
び
』
に
借
り
が
あ
る
。
本
書
の
読
み
方
を
と
や
か
く
い
う
の
は
本
意
で
は
な
い
。
読
者
の
皆
さ
ま
そ
れ
ぞ
れ
が

読
み
た
い
よ
う
に
読
ん
で
く
だ
さ
れ
ば
本
望
だ
。
死
や
忘
却
に
対
峙
す
る
必
要
が
生
じ
た
際
に
、
頼
り
に
な
る
座
右

の
書
あ
る
い
は
護
符
と
し
て
機
能
す
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

バ
グ
ダ
ー
ド
の
謎

「
も
は
や
わ
れ
わ
れ
の
記
憶
は
存
在
し
な
い
。
文
字
や
法
律
の
揺
り
か
ご
、
文
明
発
祥
の
地
は
焼
失
し
た
。
残
っ
て

い
る
の
は
灰
だ
け
だ
」

こ
の
言
葉
は
バ
グ
ダ
ー
ド
大
学
で
中
世
史
の
教
員
が
口
に
し
た
も
の
で
あ
る
（
こ
れ
を
発
し
た
数
日
後
、
こ
の
教
員
は

バ
ー
ス
党
に
所
属
し
て
い
た
と
の
理
由
で
逮
捕
さ
れ
た
と
い
う
）。
近
代
的
な
大
学
の
構
内
は
、
教
室
も
研
究
室
も
破
壊
さ
れ
、

略
奪
に
遭
っ
た
あ
と
だ
っ
た
。
図
書
館
の
蔵
書
も
例
外
で
は
な
い
。
そ
の
教
員
は
ひ
と
り
、
大
学
の
玄
関
先
で
絶
え

ず
物
陰
に
隠
れ
る
よ
う
に
し
て
い
た
。
あ
の
言
葉
は
彼
の
独
白
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
し
、
あ
る
い
は
中
東
で
よ

く
耳
に
す
る
、
果
て
し
な
く
続
く
囁
き
声
に
唱
和
し
て
い
た
だ
け
か
も
し
れ
な
い
。
彼
は
私
の
姿
を
認
め
る
と
、
瞳

を
潤
ま
せ
た
。
お
そ
ら
く
誰
か
を
待
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
が
、
待
ち
人
来
た
ら
ず
、
間
も
な
く
大
学
を
あ
と
に
す
る

後
ろ
姿
が
見
え
た
。
当
て
も
な
く
さ
ま
よ
う
よ
う
に
、
校
舎
の
そ
ば
に
ミ
サ
イ
ル
が
空
け
た
巨
大
な
ク
レ
ー
タ
ー
を

避
け
て
去
っ
て
い
く
。

　

し
か
し
そ
れ
か
ら
数
時
間
後
、
教
え
子
の
ひ
と
り
が
思
い
つ
め
た
表
情
で
私
に
話
し
か
け
て
き
た
こ
と
で
、
彼
の
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言
葉
は
意
義
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
茶
色
の
長
衣
に
サ
ン
ダ
ル
姿
、
眼
鏡
を
か
け
た
学
生
は
、
丹
念
に
切
り

揃
え
た
ひ
げ
を
蓄
え
て
は
い
た
が
、
年
齢
は
か
な
り
若
そ
う
だ
っ
た
。
二
〇
歳
か
ら
二
二
歳
ぐ
ら
い
だ
ろ
う
か
。
正

義
感
に
燃
え
て
物
申
す
に
は
打
っ
て
つ
け
の
年
頃
だ
。
話
し
か
け
て
き
た
と
は
い
っ
て
も
、
私
を
見
る
わ
け
で
も
別

の
場
所
を
見
る
わ
け
で
も
な
く
、
う
つ
ろ
な
目
を
し
て
訊
い
て
き
た
。「
ど
う
し
て
人
間
は
こ
ん
な
に
も
多
く
の
本

を
破
壊
す
る
の
か
」
と
。

　

学
生
は
落
ち
着
い
た
声
で
問
題
提
起
し
た
あ
と
、
何
か
の
一
節
を
口
ず
さ
み
始
め
た
。
ど
う
や
ら
あ
ま
り
よ
く
覚

え
て
い
な
い
ら
し
く
、
言
葉
に
詰
ま
っ
て
続
か
な
く
な
る
と
再
び
私
に
同
じ
問
い
を
投
げ
か
け
た
。
イ
ラ
ク
は
何
世

紀
に
も
わ
た
っ
て
文
化
の
破
壊
と
収
奪
の
被
害
を
受
け
て
き
た
。「
あ
な
た
は
専
門
家
で
し
ょ
う
？
」
皮
肉
ま
じ
り

に
問
い
詰
め
る
。
彼
の
名
は
エ
マ
ド
。
左
手
に
擦
り
切
れ
た
ペ
ル
シ
ャ
の
詩
人
の
詩
集
を
携
え
、
乾
い
た
ヤ
シ
の
枝

を
し
お
り
代
わ
り
に
挟
ん
で
い
る
。
正
直
に
告
白
す
る
と
、
私
は
彼
に
返
す
言
葉
が
見
つ
か
ら
ず
、
黙
っ
て
そ
の
場

か
ら
退
散
し
た
。
構
内
の
廊
下
の
至
る
と
こ
ろ
で
口
論
が
始
ま
り
、
巻
き
込
ま
れ
た
く
な
か
っ
た
か
ら
で
も
あ
る
。

ホ
テ
ル
の
部
屋
に
戻
っ
て
、
自
分
の
ペ
ー
ス
を
取
り
戻
し
、
じ
っ
く
り
と
腰
を
据
え
て
考
え
る
の
に
不
可
欠
な
心
の

ゆ
と
り
が
生
ま
れ
る
と
、
あ
の
場
で
受
け
た
困
惑
は
自
分
の
考
え
を
見
つ
め
直
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

　

あ
れ
か
ら
何
カ
月
も
経
っ
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
今
に
な
っ
て
事
の
重
大
さ
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
る
の
か
わ
か
ら
な

い
が
、
あ
の
時
の
出
来
事
が
記
憶
の
奥
底
に
こ
び
り
つ
い
て
離
れ
な
い
。
も
し
か
す
る
と
自
分
は
何
も
わ
か
っ
て
い

な
い
の
で
は
な
い
か
、
ど
ん
な
に
理
論
づ
け
よ
う
と
し
て
も
、
惨
劇
を
前
に
し
て
は
何
も
か
も
無
駄
で
、
間
違
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
の
思
い
が
頭
を
も
た
げ
て
く
る
。
だ
が
た
と
え
そ
う
だ
と
し
て
も
、
私
は
自
分
自
身
の
経

験
に
基
づ
き
、
自
分
な
り
の
結
論
を
導
き
出
し
て
バ
グ
ダ
ー
ド
の
学
生
の
問
い
に
答
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
彼

の
問
い
の
価
値
に
報
い
る
唯
一
の
道
だ
と
考
え
る
。
こ
の
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
意
図
は
、
そ
れ
以
上
で
も
そ
れ

以
下
で
も
な
い
。
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二
〇
〇
三
年
五
月
バ
グ
ダ
ー
ド
に
現
地
入
り
し
た
際
、
私
は
文
化
の
破
壊
の
新
た
な
形
に
直
面
し
た
。
そ
れ
は
見

て
見
ぬ
ふ
り
を
す
る
と
い
う
間
接
的
な
加
担
で
な
さ
れ
て
い
た
。
米
軍
に
よ
る
首
都
制
圧
後
、「
一
九
五
四
年
ハ
ー

グ
条
約
（
武
力
紛
争
の
際
の
文
化
財
の
保
護
に
関
す
る
条
約
）
第
一
議
定
書
」、
七
二
年
の
「
世
界
の
文
化
遺
産
及
び
自
然

遺
産
の
保
護
に
関
す
る
条
約
」、
九
九
年
の
「
ハ
ー
グ
条
約
第
二
議
定
書
」
の
条
項
に
反
す
る
怠
慢
さ
と
浅
薄
さ
、

思
慮
の
な
さ
に
よ
る
文
化
財
の
消
失
が
始
ま
っ
た
。
米
兵
た
ち
は
イ
ラ
ク
の
文
化
施
設
を
破
壊
こ
そ
し
な
か
っ
た
が
、

守
り
も
し
な
か
っ
た
。
こ
の
無
関
心
さ
が
犯
罪
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
収
奪
に
お
墨
つ
き
を
与
え
た
。
犯
罪
組
織
に
よ
る

蛮
行
の
あ
と
、
サ
ダ
ム
・
フ
セ
イ
ン
政
権
の
象
徴
へ
の
憎
悪
を
煽
る
、
一
連
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
触
発
さ
れ
た
無
知

な
群
衆
に
よ
る
略
奪
行
為
が
続
い
た
。
博
物
館
や
図
書
館
が
そ
の
国
の
権
力
機
関
と
同
一
視
さ
れ
た
事
実
を
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
施
設
が
壊
滅
し
た
の
は
、
沈
黙
が
大
惨
事
を
正
当
化
し
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い

こ
と
も
。

　

二
〇
〇
三
年
四
月
一
二
日
、
イ
ラ
ク
国
立
博
物
館
略
奪
と
い
う
衝
撃
的
な
ニ
ュ
ー
ス
が
世
界
中
を
駆
け
め
ぐ
っ
た
。

多
大
な
価
値
の
あ
る
展
示
品
三
〇
点
ほ
か
一
万
四
〇
〇
〇
点
以
上
の
所
蔵
品
が
盗
ま
れ
、
展
示
室
が
破
壊
さ
れ
た
。

四
月
一
四
日
に
は
国
立
図
書
館
で
お
よ
そ
一
〇
〇
万
冊
の
蔵
書
が
焼
か
れ
る
。
国
立
古
文
書
館
に
も
火
が
放
た
れ
、

一
〇
〇
〇
万
点
以
上
の
イ
ラ
ク
共
和
国
や
オ
ス
マ
ン
帝
国
時
代
の
記
録
が
焼
失
し
た
。
そ
の
後
、
数
日
間
の
う
ち
に

バ
グ
ダ
ー
ド
大
学
付
属
の
複
数
の
図
書
館
、
ワ
ク
フ
図
書
館
、
イ
ラ
ク
国
内
に
あ
る
何
十
も
の
大
学
の
図
書
館
が
、

同
様
の
被
害
を
受
け
た
。

　

バ
ス
ラ
で
は
中
央
図
書
館
、
バ
ス
ラ
大
学
附
属
図
書
館
、
イ
ス
ラ
ム
図
書
館
と
と
も
に
自
然
史
博
物
館
が
燃
や
さ

れ
た
。
モ
ス
ル
で
は
博
物
館
内
の
図
書
館
が
、
プ
ロ
の
窃
盗
団
に
よ
る
古
文
書
の
盗
難
と
放
火
の
被
害
に
遭
っ
た
。

賊
は
価
値
あ
る
古
文
書
だ
け
を
選
ん
で
持
ち
去
り
、
残
り
の
蔵
書
に
火
を
放
っ
た
の
だ
。
テ
ィ
ク
リ
ー
ト
で
は
博
物

館
の
建
物
が
爆
破
さ
れ
、
警
備
員
た
ち
が
逃
げ
出
し
た
こ
と
で
、
容
易
に
強
奪
が
行
な
わ
れ
た
。
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こ
の
予
期
せ
ぬ
大
惨
事
に
、
監
視
の
目
が
行
き
届
か
ぬ
何
千
も
の
遺
跡
の
襲
撃
が
追
い
打
ち
を
か
け
る
。
貴
重
な

考
古
資
料
の
国
境
を
越
え
た
不
正
取
引
は
、
前
代
未
聞
の
規
模
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
武
装
し
た
盗
掘
グ
ル
ー
プ
が
ハ

ト
ラ
、
イ
シ
ン
、
ク
ラ
ル
・
ジ
ャ
ブ
ル
、
ク
ユ
ン
ジ
ュ
ク
、
テ
ル
・
セ
ン
ケ
レ
、
テ
ル
・
ア
ル
・
ジ
ュ
ベ
イ
ト
、
ジ

ャ
ウ
ハ
、
ウ
ル
、
ウ
ム
ア
ル
カ
ラ
ブ
と
い
っ
た
遺
跡
の
発
掘
現
場
を
荒
ら
す
。
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
や
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の

巡
回
が
通
り
過
ぎ
る
や
舞
い
戻
っ
て
盗
掘
を
再
開
、
遺
物
を
粗
末
に
扱
い
、
壁
画
を
破
壊
し
た
。
国
外
に
持
ち
出
さ

れ
た
出
土
品
は
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
や
ダ
マ
ス
カ
ス
経
由
で
ロ
ー
マ
や
ベ
ル
リ
ン
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ロ
ン
ド
ン
へ
と
運

ば
れ
、
金
に
糸
目
を
つ
け
ぬ
個
人
蒐
集
家
た
ち
に
言
い
値
で
買
い
取
ら
れ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
書
物
の
生
ま
れ
た

こ
の
土
地
で
メ
モ
リ
シ
デ
ィ
オ
（
記
憶
殺
し
）
が
発
生
す
る
な
ん
て
。
偶
然
に
し
て
は
あ
ま
り
に
も
皮
肉
な
話
だ
が
、

こ
の
謎
は
容
易
に
解
け
そ
う
も
な
い
。

書
物
の
破
壊
の
狭
間
で

イ
ラ
ク
で
目
に
し
た
光
景
で
、
私
は
自
分
が
生
ま
れ
て
初
め
て
破
壊
さ
れ
た
書
物
を
見
た
日
の
こ
と
を
思
い
出
し

た
。
確
か
四
歳
か
五
歳
だ
っ
た
と
思
う
。
当
時
わ
が
家
は
極
貧
状
態
で
、
町
の
図
書
館
は
私
の
唯
一
の
拠
り
ど
こ
ろ

だ
っ
た
。
私
の
父
は
弁
護
士
だ
っ
た
が
不
正
を
拒
ん
で
失
業
中
。
代
わ
り
に
ス
ペ
イ
ン
・
カ
ナ
リ
ア
諸
島
出
身
の
母

が
手
芸
品
店
で
、『
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
』
の
主
人
公
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
の
妻
ペ
ネ
ロ
ペ
の
ご
と
く
、
来
る
日
も
来
る

日
も
縫
っ
て
は
解
く
衣
服
の
修
繕
を
し
て
家
族
を
養
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
幼
い
私
は
毎
日
、
地
元
シ
ウ
ダ
ー
グ
ア
ヤ

ナ
の
サ
ン
・
フ
ェ
リ
ク
ス
で
町
立
図
書
館
を
開
い
て
い
た
家
に
預
け
ら
れ
た
。
義
理
の
お
ば
が
そ
の
図
書
館
に
秘
書

と
し
て
勤
め
て
い
た
関
係
で
だ
。
親
切
に
も
彼
女
は
私
の
好
き
な
よ
う
に
さ
せ
て
く
れ
た
の
で
、
私
は
一
日
中
、
図

書
館
の
中
で
書
架
と
本
に
囲
ま
れ
て
過
ご
し
た
。

読
書
の
価
値
を
見
い
だ
し
た
の
も
そ
こ
で
の
こ
と
だ
。
読
む
よ
り
ほ
か
に
す
る
こ
と
も
な
く
、
読
ま
ざ
る
を
得
な
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か
っ
た
事
情
も
あ
る
が
、
よ
い
本
に
め
ぐ
り
合
う
た
び
に
、
ま
た
読
も
う
と
い
う
気
力
が
湧
き
、
さ
ら
に
読
書
熱
が

高
ま
る
結
果
に
な
っ
た
。
読
書
の
手
引
き
も
図
書
目
録
も
、
文
芸
批
評
選
集
も
週
末
の
新
聞
書
評
も
そ
っ
ち
の
け
で
、

〝
古
典
〞
と
い
う
棚
の
ラ
ベ
ル
も
気
に
せ
ず
、
片
っ
端
か
ら
読
み
ふ
け
っ
た
。
書
物
に
対
す
る
私
の
関
心
は
半
端
で

は
な
く
、
本
は
唯
一
の
友
人
だ
っ
た
。
当
時
の
自
分
が
幸
せ
だ
っ
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
少
な
く
と
も
、

大
好
き
な
本
の
ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
て
い
る
あ
い
だ
だ
け
は
空
腹
も
貧
困
も
忘
れ
て
い
ら
れ
た
。
私
を
恨
み
や
不
安
か

ら
救
っ
て
く
れ
た
の
も
書
物
だ
っ
た
。

本
を
読
ん
で
い
る
限
り
、
何
時
間
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
に
さ
れ
て
も
、
孤
独
感
を
覚
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
他
の
多

く
の
子
ど
も
た
ち
と
同
様
に
、
私
も
ジ
ュ
ー
ル
・
ヴ
ェ
ル
ヌ
や
エ
ミ
リ
オ
・
サ
ル
ガ
リ
、
エ
ド
ガ
ー
・
ア
ラ
ン
・
ポ

ー
、
ロ
ム
ロ
・
ガ
ジ
ェ
ゴ
ス
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
、
ロ
バ
ー
ト
・
ル
イ
ス
・
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ソ
ン
に

夢
中
に
な
り
、
百
科
事
典
に
掲
載
さ
れ
た
カ
ラ
ー
図
版
の
数
々
に
心
を
奪
わ
れ
た
。
ど
の
百
科
事
典
だ
っ
た
か
、
今

と
な
っ
て
は
思
い
出
せ
な
い
が
、
月
面
着
陸
し
た
ロ
ケ
ッ
ト
の
写
真
は
幼
い
私
に
は
感
動
的
で
、
大
き
く
な
っ
た
ら

自
分
も
宇
宙
飛
行
士
に
な
り
た
い
と
夢
見
た
り
も
し
た
。
穴
の
あ
い
た
ズ
ボ
ン
に
継
ぎ
は
ぎ
だ
ら
け
の
シ
ャ
ツ
、
く

し
が
な
い
の
で
枕
に
寝
押
し
し
て
整
え
た
頭
髪
。
そ
ん
な
貧
し
い
子
ど
も
が
宇
宙
飛
行
士
だ
な
ん
て
、
他
人
が
聞
い

た
ら
大
笑
い
し
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
私
は
本
気
で
そ
う
思
っ
て
い
た
。
書
物
で
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
す
べ
て
本

当
だ
と
信
じ
て
い
た
の
で
、
臨
終
の
床
に
い
る
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
の
挿
画
を
見
た
と
き
に
は
泣
い
て
し
ま
っ
た
ほ
ど

だ
っ
た
。

そ
ん
な
至
福
の
時
に
突
然
終
止
符
が
打
た
れ
る
。
オ
リ
ノ
コ
川
の
支
流
に
当
た
る
カ
ロ
ニ
川
が
、
警
報
を
発
す
る

間
も
な
く
増
水
・
氾
濫
し
、
町
が
洪
水
に
襲
わ
れ
た
の
だ
。
私
の
好
奇
心
の
源
泉
だ
っ
た
本
も
被
害
を
免
れ
な
か
っ

た
。
小
さ
な
図
書
館
は
ど
す
黒
い
水
に
破
壊
さ
れ
、
蔵
書
は
全
滅
、
私
は
拠
り
ど
こ
ろ
と
幼
少
期
の
思
い
出
を
失
っ

た
。
そ
の
後
し
ば
ら
く
は
頻
繁
に
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ソ
ン
の
『
宝
島
』
が
濁
流
に
飲
み
込
ま
れ
て
い
く
さ
ま
や
、
シ
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ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
戯
曲
が
流
さ
れ
て
い
く
場
面
を
夢
に
見
た
。

本
が
奪
わ
れ
る
と
い
う
恐
ろ
し
い
幼
児
体
験
は
、
私
に
と
っ
て
克
服
で
き
な
い
ト
ラ
ウ
マ
と
な
っ
た
。
し
か
も
奇

遇
に
も
そ
れ
が
唯
一
の
体
験
で
は
な
か
っ
た
の
だ
。
ゲ
ー
テ
は
若
い
時
分
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
焚ふ

ん

書し
ょ

に
遭
遇
し
、「
無

生
物
を
罰
す
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
だ
」
と
憤
慨
し
て
い
る１
。
私
の
場
合
は
高
校
に
通
っ
て
い
た
一
七
歳
の
時
だ
っ

た
。
学
年
末
の
修
了
式
直
後
に
同
級
生
た
ち
が
教
科
書
を
燃
や
し
た
。
誰
も
彼
も
が
あ
ま
り
に
興
奮
し
て
い
て
事
前

に
制
止
で
き
ず
、
必
死
に
な
っ
て
火
を
消
そ
う
と
し
た
私
は
、
皆
の
嘲
笑
の
的
に
な
っ
た
。
一
九
歳
で
百
科
事
典
の

セ
ー
ル
ス
の
仕
事
に
就
い
た
と
き
に
も
、
悪
夢
が
繰
り
返
さ
れ
た
。
足
繁
く
通
っ
て
い
た
古
書
店
が
火
災
に
見
舞
わ

れ
、
全
焼
し
た
の
だ
。
両
手
に
や
け
ど
を
負
っ
た
店
主
が
静
か
に
目
を
閉
じ
、
悲
し
み
を
こ
ら
え
る
姿
は
、
今
で
も

鮮
明
に
脳
裏
に
焼
き
つ
い
て
い
る
。
一
九
九
九
年
に
は
調
査
団
の
一
員
と
し
て
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
の

首
都
サ
ラ
エ
ボ
を
訪
れ
、
廃
墟
と
化
し
た
国
立
図
書
館
と
対
面
し
た
。
現
場
で
知
り
合
っ
た
美
し
い
女
性
詩
人
（
名

前
は
あ
え
て
伏
せ
て
お
く
）
が
私
に
告
げ
た
。「
破
壊
さ
れ
た
本
の
一
冊
一
冊
が
、
地
獄
へ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
よ
」。
同
年
、

ま
た
し
て
も
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
地
方
図
書
館
が
地
滑
り
で
崩
壊
し
、
現
地
に
向
か
っ
た
。
二
〇
〇
〇
年
に
は
コ
ロ
ン
ビ

ア
の
諸
都
市
を
め
ぐ
り
、
同
国
を
荒
廃
さ
せ
た
内
戦
で
破
壊
の
憂
き
目
を
見
た
図
書
館
の
実
態
を
調
査
す
る
こ
と
に

な
っ
て
…
…
。

意
識
的
か
無
意
識
か
は
定
か
で
な
い
が
、
い
つ
し
か
私
は
書
物
の
破
壊
と
い
う
テ
ー
マ
に
取
り
憑
か
れ
、
気
づ
い

た
と
き
に
は
そ
れ
ら
の
事
例
に
つ
い
て
語
る
本
の
執
筆
準
備
を
し
て
い
た
。
二
〇
〇
一
年
、
そ
ん
な
私
の
も
と
に
送

ら
れ
て
き
た
ず
っ
し
り
と
重
い
箱
は
、
期
せ
ず
し
て
私
の
研
究
の
礎
石
と
な
っ
た
。
郵
便
配
達
人
は
私
に
受
領
書
を

手
渡
す
と
、
カ
ラ
カ
ス
か
ら
の
荷
物
だ
と
告
げ
、
サ
イ
ン
を
求
め
る
。
箱
に
は
直
接
封
筒
が
貼
り
つ
け
て
あ
り
、
中

に
は
書
類
が
一
枚
と
判
読
で
き
な
い
文
字
で
署
名
さ
れ
た
簡
潔
な
報
告
書
が
入
っ
て
い
た
。
箱
の
中
身
は
本
ら
し
く
、

父
方
の
祖
父
ド
ミ
ン
ゴ
の
唯
一
の
遺
産
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
死
に
際
し
祖
父
は
、
遺
言
状
で
そ
れ
ら
を
私
に
遺
贈
す
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る
と
記
し
た
が
、
先
日
亡
く
な
っ
た
ば
か
り
の
お
じ
が
保
管
し
て
い
た
の
だ
と
報
告
書
で
は
説
明
さ
れ
て
い
る
。
信

じ
ら
れ
な
い
こ
と
だ
が
、
私
は
生
前
の
祖
父
に
会
っ
た
こ
と
が
な
い
。
傑
出
し
た
靴
職
人
だ
っ
た
ら
し
い
が
、
祖
父

の
話
は
家
族
か
ら
ほ
と
ん
ど
聞
か
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

油
と
タ
バ
コ
の
脂や

に

が
染
み
つ
い
た
箱
の
中
に
は
約
四
〇
冊
の
本
が
入
っ
て
い
た
。
い
く
つ
か
は
人
に
あ
げ
、
目
を

引
い
た
も
の
だ
け
手
元
に
残
し
た
。
そ
の
う
ち
一
冊
が
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
レ
イ
ズ
の
『
書
物
の
敵
』（
一
八
八
〇
年
）
で
、

本
を
破
壊
す
る
諸
々
の
要
因
に
つ
い
て
の
興
味
深
い
解
説
が
な
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
何
か
の
兆
し
に
違
い
な
い
と

予
感
し
、
感
動
も
冷
め
や
ら
ぬ
ま
ま
実
家
に
直
行
し
た
。
父
は
母
と
ふ
た
り
で
年
金
生
活
を
し
て
お
り
、
パ
ー
キ
ン

ソ
ン
病
を
患
っ
て
い
る
。
ふ
だ
ん
は
ほ
と
ん
ど
感
情
を
表
に
出
さ
な
い
が
、
祖
父
か
ら
の
奇
妙
な
遺
産
相
続
の
話
を

す
る
と
、
い
つ
に
な
く
饒
舌
に
語
っ
て
く
れ
た
。
祖
父
は
歴
史
の
謎
が
大
好
き
で
、
息
子
で
あ
る
彼
と
よ
く
ア
レ
ク

サ
ン
ド
リ
ア
図
書
館
の
話
で
盛
り
上
が
っ
た
と
い
う
。
帰
り
際
、
父
に
力
強
く
抱
擁
さ
れ
た
と
き
、
私
は
自
分
の
研

究
の
方
向
性
が
決
ま
っ
た
と
確
信
し
た
。

私
は
幼
い
頃
か
ら
書
物
の
破
壊
に
怯
え
て
生
き
て
き
た
。
自
分
が
〝
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
〞〝
ヒ
ュ
パ
テ
ィ
ア
〞

〝
検
閲
〞
と
い
っ
た
言
葉
に
敏
感
に
反
応
し
、
危
惧
の
念
を
抱
く
こ
と
に
も
気
づ
い
て
い
た
。
そ
ん
な
私
に
向
け
ら

れ
た
バ
グ
ダ
ー
ド
大
学
の
学
生
か
ら
の
問
い
か
け
は
、
一
刻
も
早
く
自
分
が
こ
れ
ま
で
書
き
た
め
て
き
た
も
の
を
ま

と
め
、
今
も
な
お
続
く
文
化
的
大
惨
事
の
数
々
を
世
界
に
知
ら
し
め
る
べ
き
だ
と
い
う
義
務
感
を
芽
生
え
さ
せ
た
。

五
〇
世
紀
以
上
も
前
か
ら
書
物
は
破
壊
さ
れ
続
け
て
い
る
が
、
そ
の
原
因
の
ほ
と
ん
ど
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
本
や

図
書
館
に
関
す
る
専
門
書
は
数
あ
れ
ど
、
そ
れ
ら
の
破
壊
の
歴
史
を
綴
っ
た
書
物
は
存
在
し
な
い
。
何
と
も
不
可
解

な
欠
如
で
は
な
い
か
？


